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平成１６年度公共事業再評価対象事業調書

２事業の必要性等に関する視点
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【事業を巡る社会経済情勢等の変化】

京都市南部地域を通る南北道路（大宮通，油小路通等）の整備が完了したことから，国道１７１号と
大宮通を結ぶ東西幹線道路である本路線の早急な整備の必要性がますます高まってきている。
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１事菫の概雲

｢塞篝の準棒状海】

事業名 街路事業向日町上鳥羽線 事業所管課
京都市建設局

街路部街路建設課

事業区間
自：京都市南区久世殿城町

至：京都市南区久世大薮町
延長又は面積

延長：３９５ｍ

幅員：２２ｍ

事業概要

本路線は，南区の久世地区から上鳥羽地区に至る幹線道路であり，国道１７１号久世橋付近の交通渋
滞の解消を図るために，「第二久世橋（仮称)」を含む本路線の整備が急務となっている。このうち，本
事業区間は，国道１７１号から市道久世２０号線の間である。

全体事業費：３ ０５６百万円

都市計画決定 昭和４４年度 事業採択年度 平成元年度 用地着手年度 平成３年度

工事着手年度 平成９年度 完成予定年度
当初平成６年度

変更平成１９年度

年度 全体事業 平１ ［１４年度以前 平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度以降

工事
1戸３９５ｍ

C＝５２８百万円

L＝３９５ｍ

C＝３６０百万円

L＝０ｍ

C＝0百万円

L＝0ｍ

C＝ 0百万円

L＝３９５ｍ

C＝１６８百万円

１W地
A＝７，７１０㎡

C＝２，４４８百万円

A＝7,430㎡

C＝２，３６５百万円

A＝１３８㎡

C＝２４百万円

A＝０㎡

C＝0百万円

A＝１４２㎡

C＝５９百万円

その他
測量委託

C＝８０百万円

測量委託

Ｃ＝６５百万円 C＝0百万円 C＝０百万円 Ｃ＝１５百万円

計 C＝3,056百万円 C＝２，７９０百万円 C＝２４百万円 C＝０百万円 C＝２４２百万円

進捗率

(累積）
９１％ ９２％ ９２％ 100％

事業の進捗状況

(前回は，重点審議のため対応方針等の具体的な記述はない。）
平成１４年度に道路築造工事がほぼ完成し，平成１５年度から－部暫定供用を行っている。
地元住民との協議により，本事業区間の全面的な供用は，全線（国道１７１号から吉祥院下鳥羽線間）

供用時とすることとなった。また，暫定供用に係る公安委員会協議により，国道１７１号との交差点部
の用地買収等が必要となった。

当初計画に比べて事業が遅れた理由

土地所有者の代替地等の要求により用地買収交渉が難航したため。また，埋蔵文化財調査の結果，縄
文時代後期以降の貴重な遺跡が出土し，調査に時間を要したため。
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３事業の進捗の見込みの視点
【事業の実施のめど，進捗の見通し等】

本線の道路の形態はほぼ完成していることから，残る国道１７１号との交差点部分について，国土交
通省と協議を行い，平成１９年度末に完成する予定の「第二久世橋（仮称)」の開通に合わせ，整備を進
める。

(o『Enm?、
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４対応方針案
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【卜付計画から見た事業の有効性】

【指標による評価】

対応方針 ． 中止，休止

理由

本線について，道路の形態が完成しており，「第二久世橋（仮称)」の完成に合わせ，全

面的な供用が可能な状況となっているため。

京都市基本計画

大項目 小項目
事業ごとの上位計画 具体的な効果等

□安らぎのあるくらし

■華やぎのあるまち

□市民との厚い信頼関

係の構築をめざして

市民のくらしとまちを

支える基盤づくり

京都市都市計画

マスタープラン

道路の整備に関する

プログラム

国道１７１号久世橋付

近の慢性的な交通渋滞の

解消や，生活道路内への通

過交通の流入抑制を図り，

安全で円滑な道路交通を

確保する。

これらの効果により，本

市の均衡ある発展と公共

の福祉の増進に寄与する。

客観的評価指標 評価結果

事業採択についての条件を確認す

るための指標

事業の投資効果

(費用便益分析）.

事業の要件

Ｂ／Ｃ＝２．９２

指標該当状況:囿・無

事業の効果や必要性を評価するた

めの指標
評価軸に対する該当状況：４／５



事業名：街路事業向日町上鳥羽線
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｜事業名：街路事業向日町上鳥羽線
[事業概要］
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客観的評価指標（街路事業）
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【事業の要件】

【事業の必要性】

環境・景観への

配慮事項

車道の舗装を排水性舗装とし，歩道の舗装を透水性舗装とした。

市民と行政の

パートナーシップ

工事着手前に地元説明会を実施し、地元住民の意見を反映しながら工事を進めた。

評価項目 評価指標
該当

状況

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

環境への負担の少な

い持続可能なまちを

つくる

災害に強くＢ々のく

らしの場を安全にす

ろ

■対象道路の整備により自動車からのＣＯ２排出量が削減される
対牟遍路の整偏により削瀬される自動車からのＣＯ２詐出三

削滅■：８５７ｔ/年
（整備前：１７１９８５０ｔ/年一整備後：ユア,Ｂｇｇ３ｔ/年）

■現道等における自動車からのＮＯ２排出量が削減される

〔愛祷馨ilii鵜；二!i:騨ifｴ…
■現道等における自動車からのＳＰＭ排出量が削減される

[型憲謹i鵜'二二:::iii:1二塗，
□現道等で騒音レベルが夜間要錆限度を超過している区間につい

て、新たに要請限度を下回ることが期待される区間がある

□近隣市へのルートが１つしかなく、災害による１～２箇所の道路

寸断で孤立化する集落を解消する

□対象区間が、府地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画又

は地震対策緊急整備事業計画|こ位置づけがある、又は地捜防災繁

急事業五ヶ年計画に位置づけのある路線（以下「緊急輸送道路」

という）として位置づけあり

■緊急輸送道路が通行止|こなった場合に大幅な迂回を強いられる区

間の代替路線を形成する

□現道等の防災点検又は震災点検要対策箇所もしくは架替の必要の

ある老朽橋梁における通行規制等が解消される

□現道等の事前通行規制区間、特殊通行規制区間又は冬期交通障害

区間を解消する

■避難路へ１ｋｍ以内で到達できる地区が新厄に増加する

■幅員６ｍ以上の道路がないため;肖火活動が出来ない地区が解消す

ろ

□密集市街地における事業で火災時の延焼遮断帯の役割を栗たす

□地錘等の災害時に避難地として活用できる

○

０
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評価項目 評価指標
該当

状況

Ｂ常生活における畠

近な安全や安心を雁

保する

歩いて楽しいまちを

つくる

□自転車交通量が５００台/Ｂ以上、自動車交通量が１ＣＯＯ台/１２ｈ

以上、歩行者交通量が５００人/Ｂ以上の全てに該当する区間にお

いて、自転車利用空間を整備することにより、当該区間の歩行壱・

自転車の通行の快適・安全性の向上が期待できる

□交通バリアフリー法に基づく重点整備地区における特定経路を形

成すろ区間が新たにバリアフリー化される

□三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる

□I貝道等に死傷事故率が５００件/燈台キ□以上である区間が存する

場合において、交通量の減少、歩道の股置又は線形不良区間の解

消等により、当該区間の安全性の向上が期待できる

□当該区間の自動車交通量が1,000台/１２ｈ以上（当咳区間が通学
路である場合は５００台/１２ｈ以上）かつ歩行者交通量１００人／

Ｂ以上（当該区間が通学路である場合は学重、園児が４０人/曰以

上）の場合、又は歩行者交通量５００人/Ｂ以上の場合において、

歩道が無い又は狭小な区間に歩道が設圏される

■照明灯が設置され夜間の安全性が向上する

□歩行空間ネットワークの整備地区における整備対象路線である

□歴史的景観を活かした道鐇繋傭や中I山商店街のシンボル的な道路

整備等、特色あるまちづくりに資する事業である

□対象区間が電線類地中化５ヶ年8十画1こ位置づけ有り

□周辺の自然・景観との調和を保っている（地下、半地下構造、修震

措置がされている道路等）

□市街地又は歴史景観地区(歴史的風土特別保存区域及び重要伝統的

建造物保存地区）等の幹線道路において新たに無電柱化を達成す

ろ

□歴史的な街並みの破壊等につながらないちし＜は歴史的な街並み

を創り出す

□景観となりうる道路構造物である（欄造美を有する橘梁等）

■文化財に対して影響がない（埋蔵文化財鯛査等が実施済み）

○

○

魅
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り

美しいまちをつくる ■対象区間に街路樹が設けられる

○
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

産藁連関都市として

独自の産業システム

をもつ(中ＩＤ市街地の

活性化）

魅力ある観光を創造

する

大字の襲積･交流が新

たな活力を生み出す

□都市再生プロジェクトを支援する事業である

□市街地再開発、医面轄理等の沿道まちづくりとの連携あり

■交通状況の改善等､都111部及び既成市街地の活性化に大きく寄与す

る

□中'１A市街地内で行う事簗である

□中心市街地へ至る道路であり､現道もしくは並行する道路の混雑度

が１０以上

□観光地･レクリエーション基地と交通拠点間とのアクセスを向上=

せる

、羊雲霞光地間椙亘の到遼時間の短鑓|こ奇言する

□既存の大字・学術研究擾関等へのアクセスを向上させる

□大学施設の整備拡充地へのアクセスを支擾する

○
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評価瓢 評価項目 評価指標
該当

状況

市
民
の
く
ら
し
と
ま
ち
を
支
え
る
基
盤
づ
く
り

個性と魅力あるまち

づくり

多様な都市iｉ

える委彌墓瞳

《開発支援》

□対象区間が現在連絡道路がない住宅宅地開発(300戸以上又は
1ｅｈａ以上､大都市においては１００戸以上又はｓｈａ以上)への連
鑓道路となる

□当該路線が隣接した市役所･区役所間を最短時間で連絡する路線を
榴成する

□現道等における交通不能区間を解消する
■現道等における大型車のすれ違い困麗区間を解消する
□市役所・区役所へのアクセス向上が見込まれる
□拠点開発プロジェクト､地域連携プロジェクト､大規模イベントを
支援する

□特別立法に基づく事業である

□新規整備の公共公益施設へ直結する道路となる
□計画の各プロセスにおいて関係する地域住民と悩報を共有してい
ろ

《幹線交通アクセス向上》

□鉄道駅周辺へのアクセス利便を図れろ(新幹線駅もしくは特急停車
駅へのアクセス向上が見込まれる）

□第一種空港､第二穏空港､第三狸空港もしくは共用飛行場へのアク
セス向上が見込まれる

ロ重要港湾もしくは特定國要港湾へのアクセス向上が見込まれる
ロ農林水産業を主体とする地域において農林水産品の流通の利便性
向上が見込まれる

■鍵重畳２５tの車両もしくはlSO規格背高海上コンテナ輸送車に対
応する

□広域道路整艤基本計画に位趨づけのある環状道路を形成する
□地埋高規橿道路の位置づけあり

ロ京都高速道路､第二京阪道路等の広域幹線と連携しjEアクセス向上
につながる

《交通混義の解消》

□幹線都市計画道路網密度が１．５kｍ/ｋｍ２以下である市街地内での
事業である

■ＤＩＤ区域内の都市肘画道路整備であり、市街地の都市計画道路網
密度が向上する

■現道等の年間渋滞損失時間(人・時間)が削減される。
並行区間等の年間漠滞損失時間（人・時間）及び削瀬率

渋滞損失時間：０２６百万人・時間/琴、削減率：ユニ426

ロ現道等における混雑時旅行速度が２０kｍ/ｈ未満である区間の旅行
速度の改善が期待される

□現道又は並行区間等における踏切交通逗断量が１０ｃｏｏ台時/曰
以上の踏切道の除却もしくは交通改善が期待される
■道路の整備に関するプログラム又は都市計画道路整備プログラム
に位置づけられている

《公共交通の充実》

□現道等に､当該路線の麹備により利便性の向上が期待できるバス路
線が存在する

○

○

市民の知恵と創造性を生かし

尼政策を形成する

□審騒会、委員会を通じ地元恵見を反映させ事業を進めている
,□計繭段階から市民参加により事業を進めている



向日町上鳥羽線(第１エ区）◇事案全体の費用便益(B/C）

○算出条件

・将寒交通量

⑪『且）以下の８１月についてば．友永帝政の旧係で必＋しも刮阿28-.没しない二と８８ある．

21.500台/日

『平成11年度Ⅲ路交通センサス結果に王づく平皮42年将案交通量予測(平成】6年度作成)」

･延長幅員Ｌ己0.395ｋ回百ｓ２２．

.殴藍遼度６０ｋ回/ｈ（4麺1級）

･全体事重費3.056百万円（消費硯込み）

・その他：費用便三比ロ山方崖は『費用便益マニュアル（平成】5年８月、国土交通右近路周、湿市・地域壁何局）』に従う

○厘基（囮分結果より．４車征（乗用車・パス・小型貨物・普通貨物）ごとに算出）

（混分対象ネットワーク全体（京極市全域＋－錦周辺市町）で算出）

･走行野間坦樋便整（走行時田費月＝交通量又走行町岡×野同伍伍原単位×頸5）

。（昼伺あり）走行時同費用ね9.935.00（百万円／年）

。（埜俔なし）走行町田費用740.635.8Ｚ（百万円／年）

の走行明同廻緬便整＝740.635β２－7390936.00＝ ６９９８２（百万円／年）

o走行厘費減少便益（竃行経費一交通量×延長ｘ走行経費瓜単位×365）

．（整佃あり）走行厘費】O10094.12（百万円／年）

。（笠６８ない走行経費101.515.75（百万円／年）

②走行佳費砿少使二＝101.515.75-101.4鋼.1３ 21.63（百万円／年）

/…、
･交通本故減少但些（交通事故Bi失函＝係敗×交通且×延長十係散ｘ交通丘×主要交埜点舷）

.（亜旧あり）交通事故損失奴】9,164.68（百万円／年）

.（整伯ない交通卒故損失額19,155.22（百万円／年）

③交通＊故妓少便笙＝】9,155.22-19.1“6８ －９．４６（百万円／年）

711.”（百万円／年）○年便益＝の◇②｡③＝６”8２．22.63。-9.46書

Ｏ供用後40年旧の但益を現在便位に換算すると、Ｂ＝12,17答７０西方円となる．

中璽存伍虹への換算は「費用便益マニュアル（平成15年８月、国土交通省迅9G局、橿市・』也域日也65局）」より

辻金的割引串（社会的金利動向より股定）を4％として叶打

○費用

の錐持管理費

・４.】百万円/k■ｘ0,”５ｋ二／

・供用後40年間の＝ストを切痒邑釘に換算すると、約

U･ＯＳ＝Ｌ９９百万円

27.10百万円となる

②弓｢嚢費

・全体事黛貝2910.48百万円（消費寝室陰）

・全投資函を風在優位に換算すると、4082.58百万円

．.受jBC-①｡②＝27.14百万円。４０鼬.鞘百万円＝4109.泥百万円

○畳用便蓬

。ⅣC＝12017.70百万円／4109.72百万円＝２．９２f…、

２７


